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議 案 審 議

こんなことを決めました　―審議一覧―
【１２月定例会議案】
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議の結果

第７４号 専決処分の承認を求めることについて（専決第１４号　令和４年度柳津町一般会計
補正予算） 原案承認

第７５号 専決処分の承認を求めることについて（専決第１５号　令和４年度柳津町簡易排水
事業特別会計補正予算） 原案承認

第７６号 柳津町結婚祝金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
第７７号 指定金融機関の変更について 原案可決
第７８号 令和４年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
第７９号 令和４年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
第８０号 令和４年度柳津町介護保険特別会計補正予算 原案可決
第８１号 令和４年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
第８２号 令和４年度柳津町町営スキー場事業特別会計補正予算 原案可決
第８３号 令和４年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
第８４号 令和４年度柳津町下水道事業特別会計補正予算 原案可決
第８５号 令和４年度柳津町簡易排水事業特別会計補正予算 原案可決
第８６号 令和４年度柳津町林業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
議員提出
議案第５号

新設されるデジタル交付金及びマイナンバーカードのより良い活用に向けた見直し
を求める意見書の提出について 原案可決

【追加議案】
議案番号 件　　　　　　　　　　名 審議の結果

第８７号 柳津町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する
条例について 原案可決

第８８号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
第８９号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
第９０号 令和４年度柳津町一般会計補正予算 原案可決
第９１号 令和４年度柳津町国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
第９２号 令和４年度柳津町簡易水道事業特別会計補正予算 原案可決
第９３号 令和４年度柳津町農業集落排水事業特別会計補正予算 原案可決
第９４号 工事請負契約の変更について 原案可決

議会開催の冒頭、町長あいさつの中で、
柳津町のゼロカーボンシティ宣言が行われました

国は２０２０年１０月に「２０５０年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣言し
ており、地球温暖化対策の推進に関する法律では、地方公共団体は、その区域の自然的社会的条件に応じて、
温室効果ガスの排出の削減等のため総合的かつ計画的な施策を策定、実施するように努めるものとする、と
されています。こうしたことから、昨今、脱炭素社会に向けて、２０５０年二酸化炭素実質排出量ゼロに取
り組むことを表明する地方公共団体が増えております。当町は面積の８６％が森林と、手付かずの自然が多
く残る地域であり、地熱や水力の再生可能エネルギーによる発電所を有する町であります。こうした豊かな
自然環境を未来につなげるため、次のとおり宣言します。

「柳津町は地球温暖化の要因となっている、温室効果ガスの吸収源となる森林環境の整備の継続、更な
る再生可能エネルギーの導入、省エネルギー対策やリデュース（Reduce）、リユース（Reuse）、リサ
イクル（Recycle）の３Ｒの推進に取り組みながら、２０５０年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロと
する「カーボンニュートラル」の実現を目指すことをここに宣言いたします。」
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議 案 審 議

１２月定例会審議議案　－主な議案－

令和４年第４回１２月定例会が、１２月７日から９日までの３日間の会期で行われました。
今回の定例会では、専決予算の承認や条例の一部改正、令和４年度補正予算など、２２議案が
審議され、原案どおり可決しました。

●12月定例会補正予算
12月補正後 補正額

一般会計
（専決・追加補正含む） 43億82,000,000円 5,489万6,000円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 880,000円 0円

国
保
事業勘定 4億8,353万7,000円 2万6,000円
施設勘定 6,525万8,000円 54万7,000円

後 期 高 齢 5,499万8,000円 0円
介 護 保 険 5億9,969万9,000円 486万5,000円
簡 易 水 道 2億4,352万2,000円 387万1,000円
町営スキー場 4,330,000円 330,000円
農業集落排水 1億17万8,000円 110万7,000円
下 水 道 8,831万7,000円 111万1,000円
簡 易 排 水 577万3,000円 64万2,000円
林業集落排水 519万9,000円 5万4,000円
合　　計 60億3,369万1,000円 6,744万9,000円

〇令和４年度柳津町一般会計補正予算（専決）
急激な物価等の高騰を受け、国が閣議決定した臨時給付金事業に対応するため、緊急性の高いものとして
１０月に専決した補正予算を承認。
　《主な内容》　・電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業補助金� ２９,２８９千円

〇令和４年度柳津町一般会計補正予算
公共施設の電気料金の増額、コロナ禍・物価高騰対策費、災害復旧費等の増額により新たに２５,６０７
千円を追加し、歳入歳出予算の総額を４,３８２,０００千円とする補正予算を可決。
　《主な内容》　・公共施設光熱費・燃料費の増額� １３,０３０千円
　　　　　　　・物価高騰対応子育て世帯緊急支援給付金� ２１,０００千円
　　　　　　　・災害復旧工事の費用増額� １３,２４０千円

〇柳津町議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
　町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例� について
　職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
国の人事院勧告により議員、職員等（特別職を含む）の給与、賞与等を増額するための条例を一部改正。
給与に関しては若手職員に対して増額となった。
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〇令和４年度柳津町一般会計補正予算（追加）
　国の人事院勧告による職員等（特別職を含む）の給与、賞与等の増額に対応する補正予算。�１,２８８千円

〇柳津町結婚祝金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
　祝金の額（５万円から１０万円への増額）や夫婦の居住要件について、現行規則で定めているため、本条
例から削除し条文を整理するための改正。

〇�指定金融機関の変更について
地方自治法施行令第１６８条第２項の規定に
より、公金の収納及び支払いの事務を取り扱わ
せるための指定金融機関を変更するもの。
指定金融機関の名称　会津よつば農業協同組合
変　　　更　　　日　令和５年４月１日
契 約 期 間　２年間

〇�議員提出議案「新設されるデジタル交
付金及びマイナンバーカードのより良
い活用に向けた見直しを求める意見書」

　国で進めている「デジタル交付金」について、
高齢化、少子化が進んでいる地方の町村には不
相応な内容であり、また、「マイナ保険証」へ
の切り替えについては、より慎重に整理された
政策とするよう求める意見書を国に提出。
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　西田学園は福島県内初の
「義務教育学校」として開
校し、小中一貫校としての
教育を進めております。９
年間の学びを、小１から小
４、小５から中１、中２か
ら中３の４-３-２の教育課
程を設定していました。
小５からは教科担任制を取り入れており専門教科の学力向上が期待されます。また、「地域連携型学校」

として農業体験や地域行事への参加など、地域との関わりを持ち、人間性を育む教育にも取り組んでいま
した。９年間の連続性による学びや地域との連携を活かす教育に当町での今後の学校教育に大変参考にな
りました。

実施日：令和４年１１月１６日～１７日
研修先：○福島県郡山市　西田学園（義務教育学校）
　　　　○茨城県北茨城市　天心記念五浦美術館　　○福島県大熊町　福島第一原子力発電所

委
員
会
行
政
視
察

行 政 視 察

総務文教常任委員会

１１月１６日　西田学園（義務教育学校）
※�義務教育学校…初等教育（小学校などにおける
教育）と前期中等教育（中学校などにおける教
育）までの義務教育を一貫して行う学校

１１月１７日　茨城県天心記念五浦美術館・福島第１原子力発電所
　岡倉天心や横山大観をはじめとする五浦ゆかりの作家
の作品が展示されていました。また、岡倉天心記念室が
常設されており、その他に展示室が３つあり、うち２つ
は一般の作品発表の場として利用もできるとのことです。
館内は映像ギャラリーや講堂など、座りながら映像を視
聴できるスペースや、展望ロビー、カフェ、ショップな
ど充実した造りとなっており、美術館の外周も手入れが
行きとどいていました。当町の斎藤清美術館において参
考になる点が多いと思いました。

　廃炉資料館にてシアターによりこれまでの経緯と現状の説明を受け、専
用バスで福島第一原発敷地内まで移動しました。移動中には放射線量表示
や震災当時からそのままの家屋や店舗などが見られ、原発事故から１１年
経過した今でも、町民が戻ってくるには、まだまだ時間がかかると思われ
ました。敷地内では車中から多核種除去設備（ALPS）や免震重要棟など
を見ることができ、原子炉建屋１号機から４号機はバスから降車して見学
しました。当時の地震や津
波の大きさを痛感させられ
ました。廃炉作業完了まで
には、これから３０年以上
かかるとの説明もあり、安
全・安心な暮らしのために
も早期完了に向けてご尽力
いただきたいと思います。

代表質問をいたしました。　（Ｐ６～Ｐ７に掲載）
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委
員
会
行
政
視
察

行 政 視 察

実施日：令和４年１１月８日～９日
研修先：○福島県須賀川市	 ○茨城県八千代市
　　　　　翠ヶ丘公園「Park - PFI事業」	 　株式会社エフピコ　関東リサイクル工場
　　　　○茨城県ひたちなか市
　　　　　株式会社モンベル　ひたちなか店

産業厚生常任委員会

今回の視察研修を元に各委員会で

１１月９日　茨城県ひたちなか市　㈱モンベルひたちなか店

１１月８日　須賀川市翠ヶ丘公園・茨城県 ㈱エフピコ関東リサイクル工場
「Park - PFI事業」とは、都市
公園の活用を公募により民間企業
が整備及び管理をする制度のこと
です。敷地内の管理から運用まで
を一手に行えるところで指定管理
者制度とは異なり、カフェなどの
レジャー施設を建設・運用して収
益を上げることになります。調査

時点では、地元の大手建設会社がカフェの経営を始めており、新たに温泉施設を建設していました。市の
財政負担の軽減、市街地の活性化など、今後の成果に期待が寄せられていました。

　㈱エフピコは昭和５０
年代からトレーの再生事
業を始めた大手企業であ
り、大規模工場でのリサ
イクルの工程や障がい者
の雇用状況など、大変興
味が持てる視察でありま
した。グループの社員数
４,７９２名の内、障がい者雇用が６２１名と地域雇用にも力を入れ
ており、感心しました。

柳津町は株式会社モンベルと
令和４年３月に包括連携協定を
締結しております。
「モンベルひたちなか店」は、
国立ひたち海浜公園に隣接する
大規模商業施設の一角にあり、
集客能力が非常に高いことを活
かし、カヤックやロッククライ
ミング教室、レンタルサイクル
等の事業を行い、会員数も伸ば
しているとのことでした。
経営の収益の主なものとしては、モンベル独自で製作したアウトドア関連商品の販売であり、新製品の

開発にも力を入れていました。体験型アクティビティを活かした事業は大変参考になりました。
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け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

町
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
量
や
、
森
林
の
吸
収
量
が
ど
の

程
度
な
の
か
現
状
を
把
握
す
る
こ

と
か
ら
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
取
り
組
む
べ
き
か
を
、
地

球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画
に
よ
り

策
定
す
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

県
の
協
力
も
得
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　

今
年
度
は
、
公
共
施
設
に
お
け

る
太
陽
光
発
電
導
入
の
可
能
性
調

査
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
調
査
結

果
を
導
入
計
画
の
基
礎
資
料
と

し
、
災
害
時
用
の
蓄
電
と
自
家
消

費
を
兼
ね
備
え
た
有
効
活
用
を
進

め
た
い
。

ま
た
、
温
泉
バ
イ
ナ
リ
ー
や
小

水
力
等
も
調
査
研
究
を
進
め
な
が

ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

③
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
義
や
町
民
が
取

り
組
め
る
具
体
的
な
行
動
等
を
、

広
報
掲
載
等
に
よ
り
周
知
し
て
き

た
が
、
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て

い
な
い
。
引
き
続
き
広
報
等
に
て

○再資源化対策事業について
〇再生可能エネルギーの推進について
〇ＳＤＧｓの推進について

A
（
町
民
課
長
）
町
民
１
人

当
た
り
１
日
の
ご
み
の
排

出
量
は
可
燃
と
不
燃
ご
み
を
合
わ

せ
、
令
和
元
年
度
８
３
９
ｇ
、
令

和
２
年
度
８
５
９
ｇ
、
令
和
３
年

度
８
８
１
ｇ
と
な
っ
て
お
り
、
総

排
出
量
は
人
口
減
少
と
と
も
に
減

少
し
て
い
る
状
況
だ
が
、
１
人
当

た
り
の
排
出
量
は
増
加
傾
向
と
な

っ
て
い
る
。

Q
町
は
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
」
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
現
状
を
把
握
で
き

て
い
な
い
状
況
で
、
地
球
温
暖
化

防
止
実
施
計
画
策
定
に
向
け
、
町

民
へ
の
周
知
等
を
今
後
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
地

球
温
暖
化
防
止
計
画
は
、

実
効
性
の
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
策
定
す
る
段
階
か
ら
関
係
す

る
企
業
や
、
町
民
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
、
目
的
を
同
じ
く
し
て
い

く
こ
と
が
一
番
理
想
的
と
考
え
る
。

　

町
民
に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て

は
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

代
に
応
じ
た
活
用
方
法
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

産業厚生常任委員会　委員長　伊藤 純 議員
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代 表 質 問

○学校教育における
現在地と将来像について

Q
視
察
先
の
郡
山
市
立
西
田

学
園
は
、
義
務
教
育
や
地

域
連
携
型
学
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生

か
し
た
特
徴
の
あ
る
教
育
を
展
開

し
て
い
る
が
、
第
６
次
柳
津
町
振

興
計
画
に
お
い
て
も
、
主
要
課
題

に
「
教
育
の
充
実
」
と
あ
り
、
教

育
に
お
け
る
施
策
の
基
本
事
業
５

項
目
の
中
に
「
小
中
連
携
教
育
の

推
進
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

当
町
も
令
和
４
年
４
月
よ
り
学

校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の

取
り
組
み
を
始
め
た
。
本
制
度
を

導
入
し
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
概
況
、
所
感
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
学
校
運
営
協

議
会
は
、
平
成
29
年
４
月

１
日
に
改
正
・
施
行
さ
れ
た
地
方

教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
に
設
置
が
努
力
義
務
と

し
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学

校
と
地
域
住
民
等
と
が
力
を
合
わ

せ
て
、
学
校
運
営
に
取
り
組
む
こ

と
が
可
能
と
な
る
「
地
域
と
と
も

に
あ
る
学
校
」
へ
の
転
換
を
図
る

た
め
の
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
３
回
開
催
し
、
各
学
校
の
運

営
状
況
等
の
説
明
や
、
柳
津
町
の

子
ど
も
た
ち
に
ど
う
育
っ
て
も
ら

い
た
い
か
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
、

西
山
地
区
の
公
共
施
設
の
見
学
な

ど
を
行
い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
む
計
画
案
づ
く
り
を
実
施
し

た
。
ま
だ
ま
だ
手
探
り
の
部
分
も

あ
る
が
、
地
域
の
声
を
生
か
し
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

Q
西
田
学
園
は
職
員
室
が
１

つ
の
た
め
、
教
職
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
、

９
年
間
、
発
達
に
応
じ
た
柔
軟
で

系
統
性
の
あ
る
学
習
指
導
が
最
大

の
強
み
だ
と
の
説
明
を
受
け
た
。

当
町
に
は
２
つ
の
小
学
校
、
１
つ

の
中
学
校
が
あ
り
、
教
職
員
の
数

だ
け
、
考
え
の
幅
も
あ
る
と
推
測

す
る
が
、
柔
軟
で
系
統
性
の
あ
る

学
習
指
導
は
で
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
れ
が
可
視
化
さ
れ
、
共

有
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
町
の
教
育
研

究
会
を
中
心
に
柳
津
町
小

中
連
携
全
体
構
想
を
作
成
し
、
見

直
し
を
行
い
な
が
ら
教
育
活
動
を

進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
「
赤

べ
こ
プ
ラ
ン
」
と
い
う
呼
称
で
、

子
ど
も
向
け
の
「
学
習
の
約
束
」、

「
体
力
づ
く
り
の
約
束
」
を
、
教

職
員
向
け
の
「
授
業
づ
く
り
の
約

束
」
を
可
視
化
し
て
、
具
体
的
な

共
通
実
践
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
ま
た
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
を
中
心
に
、
メ
デ
ィ
ア
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
推
進
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
の
ト
ラ
ブ
ル
回
避
の
た
め
情

報
モ
ラ
ル
教
育
を
学
校
・
家
庭
が

連
携
し
て
行
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。Q

西
田
学
園
の
校
長
は
、
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

存
在
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
た
。

そ
の
存
在
は
今
後
、
さ
ら
に
重
要

視
さ
れ
る
と
考
え
る
が
、
当
町
の

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
概
要

及
び
そ
の
職
務
範
囲
、
役
割
に
つ

い
て
伺
う
。
併
せ
て
学
校
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
も
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
学
校
を

支
援
す
る
人
た
ち
を
お
願
い
す
る

際
な
ど
に
、
学
校
と
地
域
住
民
や

企
業
、
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
絡

調
整
を
行
っ
て
も
ら
う
地
域
の
人

材
で
あ
る
。
本
庁
地
区
に
２
人
、

支
所
地
区
に
１
人
の
計
３
人
委
嘱

し
て
い
る
。
家
庭
・
地
域
等
の
協

力
で
学
校
教
育
の
充
実
、
生
涯
学

習
社
会
の
実
現
や
地
域
の
教
育
力

の
向
上
を
目
指
す
上
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営

に
関
す
る
法
律
で
配
置
が
努
力
義

務
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
指※

導

主
事
の
役
割
を
、
非
常
勤
の
方
で

担
っ
て
い
る
。
学
校
経
営
や
学
力

向
上
、
生
徒
指
導
な
ど
様
々
な
問

題
に
対
し
て
指
導
・
助
言
を
行
う

等
、
学
校
に
積
極
的
に
出
か
け
て

活
動
し
て
い
る
。

Q
公
立
中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
、
指
導
者
の
地
域

移
行
が
２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２

５
年
度
で
完
了
す
る
よ
う
、
ス
ポ

ー
ツ
庁
の
有
識
者
会
議
で
提
言
さ

れ
て
い
る
。
部
活
動
の
編
成
や
部

活
動
に
な
い
も
の
を
や
り
た
い
学

生
の
受
皿
、
体
制
づ
く
り
と
近
隣

市
町
村
の
動
向
も
交
え
、
町
の
考

え
、
方
向
性
を
伺
う
。

A
（
教
育
長
）
運
動
部
、
文

化
部
の
土
日
の
活
動
を
、

学
校
を
含
め
た
地
域
で
行
い
、
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い
う
、
ス

ポ
ー
ツ
庁
、
文
化
庁
か
ら
示
さ
れ

た
方
針
に
沿
っ
て
進
め
た
い
と
考

え
て
い
る
。
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て
の
実
施
方
針
や
内
容
、

生
徒
保
護
者
へ
の
説
明
な
ど
、
今

後
具
体
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
県
や
両
沼
地
区

の
町
村
教
育
長
協
議
会
で
も
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
が
、
様
々
な

課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
な

状
況
で
あ
る
。

総務文教常任委員会　副委員長　松村 亮議員

※�

学
校
の
営
む
教
育
活
動
自
体
の

適
正
・
活
発
な
進
行
を
促
進
す

る
た
め
、
校
長
及
び
教
員
に
助

言
と
指
導
を
与
え
る
こ
と
を
職

務
と
し
て
教
育
委
員
会
事
務
局

に
置
か
れ
る
職
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一 般 質 問

○観光の振興について

Q
観
光
は
、
人
口
減
少
の
中
、

「
交
流
人
口
、
関
係
人
口
」

を
増
加
さ
せ
地
域
経
済
を
活
性
化

す
る
産
業
と
し
て
今
後
、
期
待
が

ま
す
ま
す
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
。
本
町
に
は
「
柳
津
・
西
山
温

泉
」「
福
満
虚
空
蔵
菩
薩
圓
藏
寺
」

「
斎
藤
清
美
術
館
」
な
ど
の
地
域

資
源
が
豊
富
に
あ
り
、「
赤
べ
こ

伝
説
発
祥
の
地
」
と
い
う
特
長
を

生
か
し
、
認
知
度
や
注
目
度
は
確

実
に
向
上
し
て
い
る
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
、
長
時
間
滞
在

が
難
し
い
た
め
、
既
存
施
設
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
有
効
活
用
の
再
検

討
が
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
道
の
駅
周
辺
の
観
光
施
設
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
。

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
観
光
推
進

策
の
経
過
と
効
果
に
つ
い
て
。

　
A
（
町
長
）
①
観
光
物
産
館

清
柳
苑
、
斎
藤
清
美
術
館
、

ト
イ
レ
施
設
が
順
次
整
備
さ
れ
、

道
の
駅
会
津
柳
津
と
し
て
認
定
を

受
け
、
そ
の
後
、
観
光
休
憩
施
設

ほ
っ
と
ｉ
ｎ
や
な
い
づ
が
整
備
さ

れ
た
。
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
な
ど
、

維
持
経
費
も
増
え
て
き
て
い
る
。

斎
藤
清
美
術
館
で
は
、
令
和
２
年

度
に
消
火
設
備
設
置
工
事
を
、
今

年
度
は
芝
生
広
場
に
ポ
ケ
モ
ン
公

園
を
整
備
し
た
。
３
施
設
の
利
用

者
数
は
、
令
和
元
年
と
本
年
を
比

較
す
る
と
、
95
％
ま
で
回
復
し
て

い
る
。
10
月
以
降
も
只
見
線
の
全

線
運
転
再
開
や
全
国
旅
行
支
援
の

実
施
な
ど
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ

る
。
今
後
、
県
の
施
工
に
よ
り
清

柳
苑
の
一
部
を
改
修
し
越
後
三
山

只
見
国
定
公
園
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
清
柳
苑
と
ほ
っ
と
ｉ
ｎ
や

な
い
づ
は
、
役
割
が
重
複
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
店
舗
内
の
構
成
に

つ
い
て
整
理
し
、
計
画
的
な
改

修
・
修
繕
に
取
り
組
み
た
い
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
事
業
者
向
け
の
応
援
金

給
付
等
の
直
接
的
な
支
援
や
宿
泊

者
商
品
券
贈
呈
事
業
な
ど
の
消
費

喚
起
や
観
光
客
誘
致
を
促
す
事
業
、

さ
ら
に
宿
泊
施
設
等
に
対
し
て
感

染
予
防
対
策
用
品
の
購
入
補
助
支

援
事
業
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

 
Q
足
湯
に
つ
い
て
、
現
在
、

ポ
ケ
モ
ン
公
園
の
後
ろ
に

白
壁
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
取
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
足
湯

を
平
ら
に
し
て
プ
ー
ル
的
な
も
の

に
す
る
な
ど
、
施
設
改
修
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
白
壁
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
一
体
感
、

一
体
性
が
な
い
と
感
じ
て
い
た
。

ポ
ケ
モ
ン
公
園
も
で
き
、
遊
ぶ
子

ど
も
た
ち
を
親
が
安
心
し
て
見
守

れ
る
よ
う
な
場
所
も
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
場
所
へ

の
利
活
用
が
で
き
れ
ば
良
い
と
思

う
。Q

県
で
物
産
館
の
一
部
を
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
改
修

す
る
予
定
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
具

体
的
な
改
修
内
容
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
令
和

５
年
度
に
改
修
工
事
、
６

年
度
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
あ

る
。
工
事
の
詳
細
な
内
容
は
固
ま

っ
て
い
な
い
が
、
主
な
改
修
と
し

て
予
定
し
て
い
る
の
は
、
２
階
展

望
台
へ
行
く
階
段
の
移
設
と
、
避

難
経
路
と
し
て
美
術
館
側
の
出
入

り
口
の
整
備
で
あ
る
。

 

Q
町
長
に
は
「
プ
ラ
イ
オ
リ

テ
ィ
ー
」（
優
先
順
位
）、

「
ポ
リ
シ
ー
」（
信
念
）、「
パ
ッ
シ

ョ
ン
」（
情
熱
）、
こ
の
３
つ
の
Ｐ

を
持
っ
て
町
政
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
そ
の
う
え
で
今
後
の

観
光
の
振
興
に
向
け
た
整
備
に
つ

い
て
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
「
歴
ま
ち
計

画
」
も
進
め
て
い
る
。
只
見
線
も

再
開
通
し
、
駅
を
起
点
と
し
、
町

な
か
を
歩
き
な
が
ら
観
光
し
て
も

ら
う
考
え
も
あ
る
。
ま
た
道
の
駅

近
辺
の
観
光
客
に
も
歩
い
て
町
な

か
を
散
策
し
て
も
ら
う
目
標
も
持

っ
て
い
る
。
交
流
人
口
、
関
係
人

口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

な
こ
と
で
あ
り
観
光
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

 

Q
町
の
補
助
金
交
付
の
基
準

で
は
、
公
益
性
、
効
果
性

が
求
め
ら
れ
、
透
明
性
の
観
点
か

ら
も
検
証
は
必
要
だ
と
う
た
っ
て

い
る
。
費
用
対
効
果
の
面
ば
か
り

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
施
策
に

も
生
か
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
道
の

駅
周
辺
に
絞
る
と
、「
ミ

ラ
イ
ツ
ナ
ガ
ル
会
議
」
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
ト
業
務
を
委
託
し
て
い
る

青
森
大
学
の
石
井
准
教
授
の
協
力

を
得
て
、
国
の
若
手
官
僚
と
共
に
、

美
術
館
の
イ
ベ
ン
ト
、
道
の
駅
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
現
在
、
国
が
推

奨
し
て
い
る
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
・
根
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
と
し
て
、

町
施
設
の
入
込
者
、
宿
泊
者
、
売

上
げ
な
ど
の
数
値
か
ら
検
証
を
行

っ
た
。
美
術
館
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
と
、
道
の
駅
全
体
の
売
上

げ
も
上
が
っ
て
く
る
と
の
結
果
が

出
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
道

の
駅
だ
け
で
の
結
果
と
な
り
、
町

全
体
と
し
て
把
握
す
る
た
め
に
は
、

民
間
の
協
力
が
必
要
と
考
え
る
。

１番　磯目泰彦議員
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一 般 質 問

５番　岩渕清幸議員

○移住・定住の促進について

Q
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
の
中
、
移

住
・
定
住
政
策
を
促
進
す
る
こ
と

が
、
町
を
活
性
化
し
、
賑
い
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
あ
る

と
思
う
が
、
本
年
ま
で
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
、
ど
ん

な
施
策
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
移
住
・
定
住
の

促
進
に
つ
い
て
は
、
急
速

に
進
む
人
口
減
少
を
鈍
化
さ
せ
る

重
要
な
施
策
で
あ
る
。

本
年
度
の
事
業
効
果
は
、
定
住

促
進
対
策
新
築
住
宅
補
助
事
業
や

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
事
業
の
実
施

に
よ
り
、
一
定
の
効
果
は
得
て
い

る
と
考
え
る
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
移
住
施
策

は
、
既
存
の
分
譲
住
宅
は
完
売

で
、
移
住
希
望
者
の
受
皿
と
な
る

住
宅
が
確
保
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
、
課
題
解
決
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
と
考
え
る
。

定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
大
学

進
学
や
就
職
に
よ
る
都
市
部
へ
の

転
出
以
外
に
、
近
隣
町
村
へ
の
転

出
者
も
目
立
ち
、
よ
り
利
便
性
の

高
い
居
住
地
を
求
め
る
意
見
も
多

く
、
ま
ず
、
受
皿
と
な
る
居
住
地

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

新
た
な
分
譲
宅
地
整
備
に
向
け
た

調
査
、
空
き
家
の
利
活
用
や
除
却

後
の
宅
地
の
有
効
活
用
、
民
間
と

の
協
働
に
よ
る
宅
地
建
物
対
策
も

視
野
に
入
れ
て
い
き
た
い
。

町
に
居
住
す
る
方
々
の
生
活
を

よ
り
豊
か
に
し
、
他
町
村
と
比
較

に
お
い
て
、
日
常
生
活
の
不
便
を

補
っ
て
も
、
柳
津
町
に
住
み
続
け

ら
れ
る
よ
う
な
施
策
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
一
旦
、
町
を
離
れ
た

方
が
故
郷
の
よ
さ
を
再
認
識
で
き

る
よ
う
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

Q
第
６
次
柳
津
町
振
興
計
画

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の

令
和
３
年
度
移
住
・
定
住
の
施
策

の
実
績
評
価
を
見
る
と
、
低
い
評

価
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
年
度

は
ど
ん
な
施
策
を
実
施
し
て
き
た

の
か
。
ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

年
度
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
住
み
や
す
い
住
環
境
を
整
備

す
る
た
め
の
、
空
き
家
家
屋
の
除

却
支
援
事
業
補
助
金
や
、
空
き
家

改
修
支
援
事
業
補
助
金
の
積
極
的

な
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
移
住
希
望
者
の
受
皿
と

な
る
空
き
家
バ
ン
ク
の
充
実
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
定
住
を
促
進

す
る
た
め
に
、
新
築
住
宅
の
補
助

制
度
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。町

民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
と

し
て
は
、
町
が
提
供
で
き
る
家
屋

や
土
地
を
早
急
に
確
保
す
る
よ
う

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Q
分
譲
宅
地
造
成
に
つ
い
て
、

新
た
な
分
譲
地
、
分
譲
宅

地
整
備
に
向
け
た
調
査
な
ど
、
現

在
、
ど
の
程
度
進
捗
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
こ

れ
ま
で
、
宅
地
と
し
て
町

で
分
譲
で
き
る
可
能
性
の
あ
る
候

補
地
に
つ
い
て
、
２
ヶ
所
ほ
ど
選

定
し
、
調
査
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
時
点
で
、

ど
ち
ら
も
分
譲
地
と
し
て
進
め
る

と
い
う
こ
と
が
決
定
し
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

町
有
地
を
含
め
検
討
を
重
ね
、

分
譲
宅
地
と
し
て
提
供
で
き
る
土

地
の
造
成
に
つ
い
て
進
め
て
い
き

た
い
。

Q
小
巻
地
区
に
、
ご
遺
志
に

よ
り
寄
贈
さ
れ
た
町
有
地

が
あ
る
。
社
会
福
祉
等
の
公
共
施

設
用
地
と
し
て
の
利
用
が
希
望
で

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
土
地

を
有
効
利
用
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
今

あ
る
物
件
を
活
用
し
て
の

体
験
住
宅
等
、
ま
た
、
よ
い
住
宅

と
し
て
提
供
で
き
る
物
件
を
造
る

と
い
う
こ
と
だ
と
考
え
る
。
そ
れ

を
優
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

町
有
の
土
地
、
建
物
等
の
活
用

も
、
大
い
に
視
野
に
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
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議 会 活 動

議　会　の　動　き
令和４年第４回柳津町議会定例会・諸般の報告（令和４年第３回定例会以降）
日　付 内　　　　　　　　　容
９月２０日
～２２日 奥会津五町村議会議長連絡協議会行政視察に議長出席（岩手県・三陸方面）

９月２６日 第８５回霊まつり稚児行列・流灯花火大会合同反省会に議長出席（役場）

９月２９日 会津やないづ温泉開発（株）取締役会に議長出席（町民センター）

９月３０日 第３３回両沼地方町村議会議員大会決議事項現地調査に議長出席

１０月１日 ＪＲ只見線全線運転再開記念式典に議長出席（只見町）

１０月５日 第９回市町村対抗福島県ソフトボール大会
柳津町チーム結団式・壮行会に議長出席（ふれあい館）

１０月６日 町自治功労者表彰審査委員会に議長、副議長、総務文教常任委員長出席（役場）

１０月１４日 内堀雅雄知事街頭演説に議長出席（会津アピオ）

１０月１７日 第３３回両沼地方議会議員大会県要望に議長出席（会津若松合同庁舎～福島県庁）

１０月２０日 議会全員協議会

１０月２２日 西山小学校創立１５０周年記念式典・きらきらフェスタに副議長・総務文教常任委員長
出席（西山小学校）

１０月２４日 町村議会議員研修会に議員出席（郡山市）

１０月２６日
～２８日 議会行政視察研修に議員出席（四国方面）

１１月３日 町自治功労者表彰式に議長、副議長、総務文教常任委員長出席（役場）

１１月６日 渡部恒三先生お別れの会に議長出席（会津若松市）

１１月８日
～９月

第３３回両沼地方町村議会議員大会決議事項中央要望及び会津選出国会議員との政務懇
談会、第６６回町村議会議長全国大会等に議長出席（東京都）

１１月８日
～９日 産業厚生常任委員会行政調査研修を実施（茨城県方面）

１１月１１日 町戦没者追悼式・慰霊祭に議長出席（圓藏寺会館）

１１月１４日 第３４回市町村対抗福島県縦断駅伝選手壮行会に議長出席（ふれあい館）

１１月１６日
～１７日 総務文教常任委員会行政調査研修を実施（福島県・茨城県方面）

１１月２１日 議会全員協議会

１１月３０日 議会運営委員会



活 動 報 告

「令和４年　赤べこ議会」　を開催
令和４年第４回定例会は「赤べこ議会」として開催しました。「赤べこ発祥の地」をＰＲし、また、
コロナ禍の早期終息を願って、出席者全員が赤べこ法被を着用して議会に臨みました。

柳津町・出雲崎町議会　議員交流会
２月６日、柳津町と姉妹都市となっている新潟県出雲崎町議会の皆さんが来町され、視察研修及
び交流会を行いました。柳津町の「これからの町づくり」について、歴まち計画や会津柳津駅の利
活用など、担当者からの説明に真剣に耳を傾けていました。
コロナ禍により５年ぶりの開催となりましたが、とても有意義な時間となりました。

公営企業会計説明会
１月２０日（金）役場大会議室において、公営企業会計説明会が開催されました。令和６年度よ
り水道、下水道の特別会計は、現在の会計事務から公営企業会計に移行します。講師の大

おお

嶋
しま

雄
ゆう

生
き

先
生〔（一社）行政経営支援機構公認会計士、税理士〕より、制度や移行事務等について分かりやす
く説明していただきました。

1111

※地方公営企業会計とは･･･官庁会計（現在の会計事務）は、収入と支出の現金が動いた時点で記録する現金主
義であるのに対し、公営企業会計は、収入や支出を含む全ての財産の増減の変化を、その発生時点で記録する発
生主義を採用した会計方式
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や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

今
年
秋
に
ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
代
表
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
で
は
終

了
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
鳴
る
と
、「
ノ
ー
サ
イ
ド
」

と
な
り
、
敵
味
方
な
く
健
闘
を
讃
え
合
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ぞ
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
の
鑑
で
す
。

　
一
方
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど

で
、
大
統
領
選
に
敗
北
し
た
候
補
者
を
支
持
す

る
人
た
ち
に
よ
る
デ
モ
が
暴
徒
化
し
た
と
い
う

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
民
主
主
義
の
根

幹
を
揺
る
が
す
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
の
分
断

を
あ
お
る
卑
劣
な
行
為
で
あ
り
、
ノ
ー
サ
イ
ド

の
精
神
と
は
真
逆
と
言
っ
て
い
い
も
の
で
す
。

　
さ
て
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ
り

近
隣
市
町
村
で
も
首
長
選
挙
や
議
会
議
員
の
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
柳
津
町
に
お
い
て

も
6
月
に
町
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
候

補
者
の
声
を
よ
く
聞
い
て
一
票
を
投
じ
る
こ
と

で
す
。
近
年
町
の
投
票
率
も
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
期
日
前
投
票
や
移
動
期
日
前
投
票
所
制

度
も
あ
り
ま
す
の
で
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
結
果
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
ノ
ー
サ
イ
ド
の
精
神
で
、「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」
と
思
え
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
力
を

合
わ
せ
て
行
き
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町議会では、議会の運営等に関し町民の皆様からのご意見を伺い、今後の議会運営に反映させ
るため、「議会モニター制度」を実施しております。モニター公募を行いますので、ぜひご応募
ください。

議会モニターを募集します！議会モニターを募集します！

〈資　　格〉　①満１８歳以上の町民の方（町役場職員を除く）
　　　　　　②町議会の仕組みや運営に関心のある方
　　　　　　③町政及び地域社会の発展に関心がある方

〈任　　期〉　令和５年４月１日～令和６年３月３１日
〈応募期間〉　令和５年３月１日（水）から３月１７日（金）まで（郵送の場合、当日消印有効）
〈申込方法〉　�申込用紙に必要事項を記入し、議会事務局まで持参、郵送、ＦＡＸ、メールのいず

れかの方法でお申し込みください。なお、申込用紙は議会事務局まで来ていただく
か、町のホームページよりダウンロードしてください。

〈問い合わせ〉　町議会事務局　電話０２４１-４２-２３９０
※町のホームページにも掲載しておりますのでご覧ください。

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
定例会での一般質問の映像を、町のホームペ
ージから視聴することができます。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

次回定例会のお知らせ
令和５年第１回定例会は

3月8日(水)～3月17日(金)で
開催予定です

《３月８日　午前１０時開会》
初日は、議員による町政への疑問などを問う

「一般質問」を行います。
・�新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、
傍聴席は通常の３分の１となります。
・�アルコール消毒、
　マスク着用お願いします。
・�ゆきげ館、ふれあい館で
　テレビ傍聴ができます。


